
● 近年、農作業中の熱中症等

による死亡者が増加していま

す。

● また、令和6年の5月～9月

は、熱中症以外にも高所からの

転落や草刈り作業中等の事故

が増加しています。夏場の高温

による疲れなどが、事故の発生

に影響しています

暑さを避ける

高温時の作業は極力避け、日陰や風通し
のよい場所で作業

こまめな休憩と水分補給

喉の渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分を補
給

熱中症対策アイテムの活用

帽子や吸湿速乾性の衣服の着用、空調服や送
風機の活用

単独作業は避ける

複数名で作業を行う、時間を決めて連絡
をとり合う

農作業中の熱中症による死亡者数

熱中症等のリスクを低減するためには農作業を省力化・軽労化することも有効です！

スマート農業の農業技術や農業サービス事業者の活用等を検討しましょう

農作業中の熱中症を

予防しましょう!!

農作業中の熱中症が急増

予防のポイント

農業者の
みなさまへ

（人）

59人

夏季の農作業中の死亡事故が急増しています！
４月１日～６月30日は熱中症等対策研修強化期間です。
正しい安全知識を学び、暑さから命を守りましょう。

スマート農機を使用した
作業の省力化・軽労化

その他、このような小物もあります！

熱中症対策① 休憩、水分・塩分補給と対策アイテム

体温上昇を防ぐ 自身の体調を知る

休憩方法を改善する 何かあったときに備える

シェード付きチェア

日陰での休憩で、熱
中症リスクを低減

冷却ベスト

保冷剤などで身体を直
接冷やす。ファン付き
ウェアの組合せも◎

ステンレスボトル

ミスト噴射機能付きで、
休憩時間にリフレッシュ

ファン付きウェア

身体に風を吹き込み、
気化熱で涼しい

ウェアラブル端末

深部体温や体温の水
分バランスを計測し、
休憩や水分補給のタイ
ミングをお知らせ

救急セット

経口補水液や冷却
グッズ、きれいな水
など一式を準備

位置情報共有アプリ

意識が朦朧としたとき
の詮索に有効

休憩時には、

水分・塩分補給をしましょう

こまめに休憩、水分・塩分補給しま
しょう。

水分補給には、カフェインが含まれ
ていない水や麦茶が適当です。大量
に汗をかいた後は、塩分・糖分を含
むスポーツドリンクが最適です。

経口補水液は、熱中症の初期症状が
出た際には、経口補水液が効果は高
いですが、常用することはやめま
しょう。



熱中症対策アイテム 熱中症対策
身体を冷やす

暑い時間帯の作業等が避けられ

ないときに活躍

ファン付きウェア、

ネッククーラー

１人作業の備え

やむを得ず１人作業をする際

のリスクを回避したいときに

活躍

ウェアラブル端末、

応急セット

環境改善

作業場を涼しくしたり、休憩

の質を高めたいときに活躍

ミストファン

熱中症が疑われる場合には

01 作業を中断

（代表的な症状）
• 汗をかかない、体が熱い
• めまい、吐き気、頭痛
• 倦怠感、判断力低下

02 応急処置

• 涼しい環境へ避難
• 衣服をゆるめ体を冷やす
• 水分・塩分を補給

03 病院へ

応急処置をしても症状が改善
しない場合は医療機関で診療
を受けましょう!!

キャッチフレーズ：いのちをうばう、夏のひとり作業

農作業中の熱中症死亡事故の
多くは１人作業で発生しています。

大切な人の命を守るため、
家族や地域で声をかけあいましょう！

7月～9月は“夏の熱中症等対策声かけ期間”

ドローンサービスによる
農薬散布・追肥

遠隔操作による
かん水ポンプの
起動

収穫機

研修お疲れ様でした！ このほか、農作業安全対策に関する資料をまとめている

農林水産省のHPを是非ご確認ください。

また、研修資料の感想について、アンケートの御協力をお願いします
農林水産省HP アンケート

7月1日～9月30日 熱中症等対策声かけ期間
―キャッチフレーズ―

“いのちをうばう、夏のひとり作業”

農作業中の熱中症死亡事故の多くは1人作業で発生しています。

大切な人の命を守るため、家族や地域で声をかけあいましょう！

高軒高ハウス

自動草刈機

省力樹形への転換

熱中症対策② 農作業の省力化・軽労化

熱中症かなと思ったときの応急処置
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